
区 分
認知件数（既遂） 被 害 額

前年比 前 年 比

特殊詐欺 295 ＋61 約13億8,252万円 ＋約3億5,491万円区 分 H26.1～11 H25.1～11
前 年 比

増減数 増減率

刑法犯総数 19,536 20,838 -1,302 -6.2%

自転車盗難 4,387 4,718 -331 -7.0％

万 引 き 2,757 2,659 98 3.7%

器 物 損 壊 2,539 2,699 -160 -5.9%

※ 特殊詐欺～振り込め詐欺や金融商品等取引名目詐欺など，被害者

に電話を架けるなどして現金をだまし取る犯罪の総称。
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※

11月7日，東広島市内を青色防犯パトロールで活
動中の「正力地区わがまちの安全をまもり隊」の皆さ
んが，徘徊していた高齢女性を発見し，無事に保護し
ました。

保護された女性は，付近の医療機関か
ら行方不明となっていた方で，医療機関
から同パトロール隊に対する感謝状が
贈呈されました。

★ 広島県「減らそう犯罪」推進会議を開催！
11月17日，県庁東館において，第13回「減らそう犯罪」

推進会議が開催されました。（開催結果は裏面参照）

★ 安全・安心アカデミーを開講！
地域における安全・安心なまちづくりのリーダーを育成

するため，県内２か所の会場で「広島県安全・安心アカデ
ミー」を開講しました。

本年は，東部会場（11/1：東部運転免許センター）と
西部会場（11/15：広島市佐伯区役所）で開催し，次代の
ボランティアを担う若手からベテランの方まで計59人の
方が参加され，減らそう犯罪情報官や大学教授などによる
講義を熱心に受講されました。

★ 自転車盗難防止キャンペーンを実施！
11月19日，JR横川駅南口において，広島県自転車協同

組合や防犯ボランティアの皆さんとの合同による街頭キャ
ンペーンを行いました。

キャンペーンでは，自転車利用者の皆さんなどに，チラ
シやワイヤー錠を配布して「確実なツーロック」など自転
車盗難被害防止を呼びかけました。

平成１９年３月号

こんな手口も増えています！

青色防犯パトロール隊による好事例（東広島）

平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 号

「減らそう犯罪」県民総ぐるみ運動の推進

■ 特殊詐欺被害状況（11 月末・暫定値）

県内における本年の特殊詐欺の被害額は，11月末現
在で約13億8,000万円に上り，すでに昨年１年間分の
被害額を超えて過去最悪の状況となっています。

金融機関等の職員の声かけによる
被害の水際阻止も進んでいますが，
家庭でも被害に遭わないよう注意し
合うなど，被害防止に向けた意識を
高めていきましょう。

■ 主な刑法犯の手口別認知状況（1１月末）

Point

「息子等をかたり現金を持参させるなりすまし詐欺」
が増加しています。

手口は次のとおりです。

○ 息子や家族をかたり電話をかけ「証券取引でお金
が必要になった」などと言って現金を用意させる

○ 指定された電話番号に電話をかけると，特定の場
所を指定して現金を持ってくるよう要求してくる

○ 代理人を名乗る相手に現金を渡させる

◎ 電話の相手は本人に間違いありませんか？
◎ お金を用意する前に誰かに相談しましたか？
◎ 遠方までお金を持参する必要がありますか？
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受講者の皆さんに修了
証を交付しました！

活動中の好事例です！

刑法犯認知件数の推移

1～11 月

東部会場



運動目標

行動目標

日本一安全・安心な広島県の実現

これまでで最も安全な被害の少ないまちを目指す

子ども・女性を犯罪から守る

今すぐアクセス！県警ホームページ http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police

県警犯罪発生マップ

あなたのまちの犯罪発生
状況がマップで分かる！

QR コードは
こちら→

～犯罪の起こらない社会へ～

第13回 広島県「減らそう犯罪」推進会議を開催
～平成 27 年の取組方向や第４期アクション･プランの策定方針を決定～

11月17日，県庁東館において，第13回広島県「減らそう犯罪」推進会議が開催され，県民，事業者，
防犯ボランティア，行政機関の代表など２８人の委員等が出席し，熱心な意見交換が行われました。

協議の結果，平成27年の基本的な取組方向として，
○ 刑法犯認知件数の更なる減少
○ 子ども・女性を犯罪から守る取組の推進
○ 高齢者を特殊詐欺から守る取組の推進
○ 事業者による防犯CSR活動の促進

の４点が決定されたほか，平成28年から平成32年までを計画期間とする第４期アクション･プランを策
定する方針が全会一致で承認されました。

意見交換では，本年度，安全・安心なまちづくり関係功労者内閣総理大臣表彰を受賞した，大竹市の「栄
町を明るくする会」の伊藤会長から，活動に際して苦労している点や活動を長続きさせる秘訣などについ
ての発表があったほか，各委員から今後の取組に資する有意義な提言がなされました。

委員からのご意見（抜粋）

徳田副会長（広島消費者協会会長）

今後とも，特殊詐欺に関する出前講座の実

施等を通じて，消費者が犯罪被害に遭わない

よう，情報発信等について協力していきたい。

池田副会長（県防犯連合会会長）

高齢者を対象とした特殊詐欺については，金

融機関等事業者としても被害防止対策を行っ

てきており，引き続き犯罪の抑止に向けて協

力していきたい。

植野委員（県生活安全防犯協会理事長）

先般の豪雨災害では被災地に防犯カメラを

無償貸与させていただいたが，今後も防犯機

器の普及促進に向けた活動を通じて日本一安

全・安心な広島県の実現に寄与していきたい。

伊藤オブザーバー（栄町を明るくする会会長）

人員や資金の確保には苦労しているが，子

供の見守り活動や地域住民を巻き込んだコミ

ュニティ活動を推進し「自らの安全は自らで

守る」という意識の醸成に力を入れている。

宮園副会長（県警本部長）

来年は第 3 期アクション・プランの最終

年であり，「日本一安全・安心な広島県の

実現」に向け，一層のお力添えをお願いし

たい。

窪田委員（県議会議員）

特殊詐欺被害が深刻であるが，地域コミ

ュニティの荒廃が問題となっているので

はないか。個人のつながりを形成した上で

取組を進めていくことが必要。


